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発行：NPO法人 やきもの文化と芸術振興協会 

２０１５年６月６日 

がいろめ倶楽部たより 
 

 

やきもの文化と芸術振興協会３周年にむけて 

 

 ２年前、多くのやきものファンの熱意と期待のもとに発足した当協会も、会員の皆様に支えられて、やきも

の大学や苔玉作り、陶芸講座の事業を展開し、順調に発展してまいりました。しかし、３年目を迎える今年こ

そが、まさに当協会の今後を占う正念場であろうかと思います。このためには、これまで以上に充実した事

業を計画し、さらに多くの人々にやきもの文化と芸術への理解を深めていただき、一層の会員の拡大を図

ると共に、愛知県陶磁美術館への入館者を増やしていくことが不可欠です。 

 こうした思いから、今年度は新たな事業に取り組むこととなりました。一つは、瀬戸市の助成金を得て行

う、瀬戸市内に残るタイル・陶壁の調査です。これは、産業的にも芸術的にも価値の高い、瀬戸市内のタイ

ル・陶壁をすべて調査し、後生に伝えると共に観光資源として活用することを目指すものです。いま一つは、

陶磁美術館の周辺の自然観察会の開催です。それは、陶磁美術館の周辺に残る豊かな樹木相を観察し、そ

れに関わる千年にわたるやきものの里の歴史を考えるものです。 

こうした新たな事業を立ち上げるには、多くの会員の協力が必要となりますので、我と思う方、思わぬ方

どなたでもの参加をお待ちいたします。                   理事長 浅田員由 

●「平成２６年度定時総会」開催の報告 
◆平成２６年度事業・会計報告と平成２７年度事業計画の発表がありました。 

５月１６日（土）愛知県陶磁美術館 1階展示説明室で開催されました。 

午後１時３０分から出席者 １２０名（内委任状８６名）

のもと、議案の審議が行われました。 

第 1 号議案 平成 26 年度事業報告 

 谷事務局長から報告され、可決されました。 

第 2号議案 平成 26 年度会計報告 

 富田会計担当から報告、可決されました。 

西村監事から監査報告があり、可決されました。 

平成 27 年度事業計画 

 事務局長から発表されました。 
 

 

◆「NPO 会員による陶芸作品展」が実施されました。 

昨年に引き続き、会員による陶芸作品展が開催されまし

た。出品者１６名から作品３６点の出品を得て、展示会を開

催。一人２点の投票券をもって人気投票をして頂きました。

力作が揃っていて、上位３位には同点が並び、決選投票

までもつれ込みました。1 位は久野様、2 位は清水様と伊

神様、3位は舌古様、特別賞に山田様が選ばれました。指

導に当たって頂いた大津先生からは、薪窯で 10 日間焼

いた信楽の花器を協賛出品して頂きました。 
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発行元 ： 「NPO 法人 やきもの文化と芸術振興協会」事務局 

住 所  ： 〒489-0875 瀬戸市緑町２－４３ 

お問い合わせ 

電話番号：０９０－５８５０－６９６９ （谷） 

４月から電話番号が変わりました 

メール： yakimono.bunka@gmail.com  

ホームページ： http://yakimonobunka.jimdo.com/ 

 

◆グリーンクラブの桜茶接待がありました。 
グリーン倶楽部は自作の陶器に寄せ植えしたり、苔玉を作るなどの講

座を開いてきました。今回は総会に出席の方に桜茶を楽しんで頂こうと

計画されました。桜茶は八重桜の３分から７分咲を摘み塩と白梅酢に漬

けて作ったものです。酸が作用してピンク色が濃く鮮やかになります。 

 

●４月～５月の活動報告 

◆やきもの大学「弥生時代・古墳時代の土器、埴輪を学ぶ」の第１回講座を開催。 

５月１０日（日)第１回「弥生式土器の発見とその後の展開」浅田員由講師 

弥生文化の定義から講義は始まり、縄文時代から連綿と続く食料生産と道具の変

化を丹念に紐解いていただき、弥生時代に引き込められました。“弥生”の発見から

土器・青銅器・鉄器による変遷、地域への浸透など、変化に富んだ内容に時間が経

つのも忘れる講義でした。（参加者３８名） 

◆豊田支部「豊田市民芸館で“企画展”と民芸を楽しむ」が開催されました。 

５月２４日(日)第３民芸館で浅田員由講師が本多静雄と猿投古窯を

テーマに、交流を通しての本多氏の姿を語られました。そして古窯

発見の経緯などお聞きしました。第２民芸館では古窯焼成復元をさ

れた大石訓義氏の解説を受け、第１民芸館では豊田市民芸館長児玉

氏から本多静雄氏の収集品等の解説を伺いました。(参加者２３名) 

◆グリーンクラブ 「茶畑」 

陶磁美術館に茶畑があるの、知っていますか？当美術館の南館近くにあります。今年沖縄の大

学に転職された森達也氏が残された茶畑です。まだ苗木

状態ですが、三年後の茶葉の収穫を目指してＮＰＯ法人の

「グリーンクラブ」が管理の一助を担っております。どなた

でも参画できますので「グリーンクラブ」に入って三年後の

自家製茶の喫茶をいっしょに楽しみませんか。 

●今後の講座ご案内 
◆やきもの大学 

平成２７年度前期講座は「弥生時代・古墳時代の土器、埴輪を学ぶ」が始まりました。 

第２回 「邪馬台国と狗奴国」 6 月 14 日(日)午前 10 時 30 分から 

第３回 「古墳時代の土師器と埴輪の展開」 7 月 12 日(日)午前 10 時 30 分から 

第４回 「日帰り研修旅行」 9 月 16 日(水)詳細は同封のご案内をご覧下さい。 

会場は愛知県陶磁美術館地下１階講堂です。 

 

 

 

 


